
剛
業
不
淨
章
第
二
チ
ベ
ッ
ト
訳

シ

セ
パ
ヲ
ノ
ハ
シ
ト
シ
テ
ク
ス
ル

稗
日
。
若
人
、
撲
二
無
本
識
一
、
此
人
無
下
道
理
能
成
二
立
［
論
日
。
］
業
の
雑
染
は
ど
う
し
て
成
立
し
な
い
の
か
。
行
を

ノ
ヲ

業
染
汚
一
義
上
。

縁
と
し
て
識
が
あ
る
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
故
で
あ
る
。
そ
れ

ノ
ハ
ガ
ラ
ン
ヤ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
ト
シ
テ
ヲ

論
日
。
復
次
、
業
染
汚
云
何
不
し
得
し
成
・
縁
し
行
（
ア
ー
ラ
ャ
識
）
が
無
い
な
ら
ば
、
取
を
縁
と
し
て
有
が
あ
る

ス
ル
コ
ト
ヲ
シ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

生
二
識
分
一
、
無
二
得
し
成
義
一
。

と
は
道
理
に
合
わ
な
い
故
で
あ
る
。

ニ
リ

ク
ト
ト
ピ
ト
ニ
シ
テ
ニ
ス

騨
日
。
行
有
二
三
品
一
・
謂
福
非
福
及
不
動
、
念
念
生
滅
。
［
縁
日
。
］
業
の
雑
染
の
形
相
に
は
道
理
に
合
わ
な
い
こ
と
が
起

シ
ル
レ
パ
ヲ
テ
ノ
ー
ス
ル
ヤ
ヲ
シ
ハ
パ

若
離
二
本
識
一
、
於
二
何
虚
一
安
二
立
功
能
一
。
若
汝
、
言
し
安
二
る
。
「
［
業
の
雑
染
は
］
ど
う
し
て
成
立
し
な
い
の
か
。
行
を
縁
と

ス
ト
ノ
ー
ノ
ズ
ヲ

ハ
パ
ナ
リ
ハ

ス
ル
コ
ト

立
於
六
識
中
一
、
是
義
不
レ
然
。
六
識
不
レ
能
し
摂
二
持
諸
し
て
識
が
あ
る
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
が
故
で
あ
る
」
と
は
、
福

ノ
ヲ
二
テ

ノ
ニ
ニ
ニ
ハ
セ
リ
ノ
ヲ

業
功
能
一
。
前
於
二
煩
悩
染
汚
中
一
、
已
具
顕
二
此
義
一
。

と
非
福
と
不
動
の
行
を
生
じ
減
す
る
ア
ー
ラ
ャ
識
（
Ｄ
・
鰯
ａ
）

シ
レ
バ
ノ

ト
シ
テ
ヲ
ス
ル
コ
ト
モ
ヲ
キ
ガ
ズ
ル
二

論
日
。
若
無
二
此
義
一
、
縁
し
取
生
レ
有
亦
無
二
成
義
一
故
、
が
無
い
な
ら
ば
、
云
何
が
薫
習
が
成
立
す
る
の
か
。
そ
れ
故
に
、

ノ
ハ
ズ
ゼ

業
染
汚
不
レ
成
。
六
識
身
に
よ
り
薫
習
を
摂
持
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
、
前

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

今
回
の
検
討
部
分
に
は
、
特
に
い
の
ち
（
生
命
）
の
誕
生
と
魂
（
心
・
本
識
）
の
輪
廻
に
つ
い
て
、

真
諦
訳
は
詳
細
に
解
説
し
て
い
る
。

ｌ
釈
依
止
勝
相
品
（
所
知
依
章
）
Ｉ

岩
田
諦
靜

(I)



シ
ガ
セ
パ
ヲ
ノ
ハ
シ
ト
シ
テ

ス
ル
ノ
ヲ

真
諦
訳
に
は
樗
日
が
付
加
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
「
若
人
撲
二
無
本
識
一
、
此
人
無
下
道
理
能
成
二
立
業
染
汚
一
義
上
。
」
と
説
い
て
、

阿
黎
耶
識
の
存
在
を
否
定
す
れ
ば
、
業
の
染
汚
を
証
明
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
真
諦
訳
に
は
、
三
行
、
四
取
が
説
か
れ
て
い
る
。
六
道
生
死
の

染
汚
の
果
報
を
感
ず
る
の
が
染
汚
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
」
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

シ
レ
バ
ス
ル
ノ
ヲ

ユ
ル
ハ
ト
シ
ヲ
ト
シ
ノ
ズ

緑
日
。
若
無
下
有
二
業
功
能
一
識
上
、
謂
行
縁
し
識
、
縁
し
取
生
レ
に
煩
悩
の
雑
染
の
こ
と
を
説
く
中
で
成
立
す
る
こ
と
を
明
か
し
て

ヲ
シ
ト
シ
テ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ
チ
ノ
二

有
、
無
二
道
理
得
杉
成
・
何
以
故
。
い
る
。
「
そ
れ
が
無
い
な
ら
ば
」
と
は
、
行
を
縁
と
し
て
識
が
無

一
一
レ
セ
テ
ノ
フ
ヲ
二
二
ル
ガ

ス
ル
ニ

此
識
、
三
行
所
し
薫
、
以
レ
随
二
四
取
一
故
、
由
二
薫
習
円
満
一

い
こ
と
で
あ
る
。
「
ま
た
、
取
を
縁
と
し
て
有
が
あ
る
と
は
道
理

二
ハ
ズ
ヲ
ノ
ハ
ハ
シ
ハ
ニ
レ
テ
テ
ノ
ノ
ー

故
、
識
成
し
有
。
此
識
或
滅
或
余
識
二
所
し
間
、
此
識
体
、
已
に
合
わ
な
い
」
と
は
そ
の
故
に
、
行
に
よ
っ
て
薫
成
せ
ら
れ
た
る

ス
レ
パ
モ
テ
ス
ニ
テ
カ
レ
ノ
ニ
ズ

ノ
ヲ

識
功
能
亦
随
滅
。
当
下
於
二
何
虚
一
安
中
此
行
有
二
業
功
能
上
。
識
は
取
の
力
に
よ
り
薫
習
の
生
長
に
よ
り
有
が
生
ず
る
か
ら
で
あ

二
ノ
ハ
ズ
ゼ
シ
フ
ハ
ト

ノ
ハ

ト
ス
ル
ガ

故
業
染
汚
不
レ
成
・
言
二
染
汚
一
者
、
此
業
与
二
煩
悩
一
相
応
る
。
そ
の
中
で
、
「
業
で
あ
る
雑
染
」
と
は
、
業
の
雑
染
で
あ
り
、

ニ
ク
ト

リ

ズ
ル
ガ
ニ
ク
ト
ク
ズ
ル
ガ

故
、
名
二
染
汚
一
。
又
従
二
染
汚
一
生
故
名
二
染
汚
一
。
能
感
二
或
は
業
に
よ
る
雑
染
と
は
業
の
雑
染
で
あ
り
、
若
し
ア
ー
ラ
ャ
識

ノ
ノ
ノ
ヲ
二
ク
ト

六
道
生
死
染
汚
果
報
一
故
名
二
染
汚
一
。
が
無
い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
ま
た
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
。

皿
生
不
淨
章
第
三

シ
ル
レ
パ
ヲ
ノ
シ
ル
コ
ト
ト
シ
テ
ノ

騨
日
。
若
離
二
本
識
一
、
生
染
汚
無
し
有
・
道
理
、
此
義

ズ
ゼ

不
し
成
。
今
当
レ
説
し
之
。

ガ
ノ
ハ
ノ
ル
ヤ
レ
ゼ
プ
コ
ト
ヲ
ル
ガ

論
日
。
復
次
、
云
何
生
染
汚
、
此
義
不
成
。
結
レ
生
不
レ

ゼ
ナ
リ

成
故
・

ノ
シ
ス
レ
パ
ル
ー
ヲ
ピ
テ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ
ノ

騨
日
。
此
生
、
若
謝
二
由
し
業
功
能
一
、
桔
二
後
報
一
接
二
前

二
ノ
チ
ズ
セ

報
一
、
此
義
則
不
二
成
就
一
。
何
以
故
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
［
若
し
ア
ー
ラ
ャ
識
が
無
い
な
ら
ば
、
］
生
の
雑
染

は
云
何
が
有
り
得
な
い
の
か
。
［
そ
れ
は
］
結
生
の
相
続
す
る

こ
と
が
有
り
得
な
い
が
故
で
あ
る
。

［
綴
日
。
］
ま
た
そ
の
時
、
「
［
若
し
ア
ー
ラ
ヤ
識
が
無
い
な
ら
ば
、

生
の
］
雑
染
は
云
何
が
有
り
得
な
い
の
か
。
」
そ
れ
［
生
の
雑
染
］

が
説
か
れ
る
故
で
あ
る
。
ま
た
、
「
結
生
の
相
続
す
る
こ
と
が
有

(2）



シ
テ

ニ
ス
レ
パ
ハ
シ
ク
ツ
テ
二

㈹
”
論
日
。
若
人
、
於
二
不
静
地
一
退
堕
、
心
正
在
二
中
陰
一
、

ｒ
Ｌ
シ
テ
ノ
ヲ
｝
一
ル
ク
ル
コ
ト
ヲ
ヲ

起
二
染
汚
意
識
一
方
得
し
受
し
生
。

ニ
キ
ヲ
ス
ル
プ
二
二
ク
ト

輝
日
。
不
静
地
、
退
二
前
生
一
堕
二
後
生
一
故
、
名
二
退
堕
一
。
受

二
リ

ハ
リ

ハ
シ
ニ

ニ
ク
ラ
ル

生
有
二
二
種
一
・
或
有
二
中
陰
一
、
或
無
二
中
陰
一
。
今
偏
説
下
受
ニ

ヲ
ヲ
シ
リ
テ
二
二
ス
レ
パ
ケ
ン
ト
ヲ
ヲ
ズ
ヅ
シ
テ
ノ

中
陰
一
者
上
。
若
在
二
中
陰
一
将
欲
し
受
し
生
、
必
先
起
二
染
汚

ヲ
ニ

ス
ル
ヲ

識
一
方
得
二
受
生
一
・

二
ル
ノ
ハ
テ
ノ
ー
ス

論
日
。
此
有
染
汚
識
於
二
中
陰
中
一
減
。

ノ
ノ
ノ
ハ
ジ
チ
ヲ
ス
ト
ノ
ハ
テ
ノ

輝
日
。
此
中
陰
染
汚
識
、
縁
二
生
有
一
為
し
境
。
此
識
於
二
中
陰

二
ス
ヲ
テ
ノ
ニ
ニ
ハ
キ
ガ

ナ
リ

中
一
減
。
何
以
故
。
生
陰
無
二
染
汚
一
故
・

〃
ノ
ハ
・
ソ

ニ
テ
ノ
ニ
ジ
シ
テ
ク
ヲ

論
日
。
是
識
託
二
河
羅
遜
一
、
於
二
母
胎
中
一
、
変
合
受
レ
生
。

ノ
ハ
チ
ノ
ナ
リ
テ
ノ
ニ

ト
ス
ル
ガ

鐸
日
。
是
識
即
是
意
識
・
於
二
一
時
中
一
与
二
河
羅
逼
一
相
応

二
フ
ス
ト
ニ
ノ
ハ
ナ
ル
ガ
ノ
ノ
ト
ー
上

故
、
言
し
託
二
何
羅
遜
一
。
此
果
報
識
異
二
前
染
汚
識
一
故
、
言
レ

ス
ル
ト

ノ
ニ
シ
ヲ

シ
テ
ヲ
ム
ル
ガ
卜

変
、
由
二
宿
業
功
能
一
起
し
風
、
和
二
合
赤
白
一
、
令
二
与
レ
識

ゼ
ニ
フ
ス
ト
チ
ケ
テ
ヲ
ス
卜

同
一
故
言
し
合
・
即
名
レ
此
為
二
受
生
一
・

シ
ダ
ノ
ジ
チ
ジ

ヲ

シ
テ
ノ
ー

⑧
論
日
。
若
但
意
識
変
、
成
二
河
羅
遡
等
一
、
依
二
止
此
意
識
一
、

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

真
諦
訳
の
初
め
の
稗
日
の
注
釈
が
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
の
前
半
と
一
致
す
る
。
し
か
し
。
結
生
相
続
に
つ
い
て
の
注
鐸
は
真
諦
訳
に
は

無
い
。

り
得
な
い
が
故
で
あ
る
。
」
と
は
、
自
体
の
性
を
得
る
こ
と
は
理

に
応
じ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
‐

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
不
定
地
（
欲
界
）
よ
り
没
し
た
と
こ
ろ
の
心
が
中

有
に
住
す
る
時
、
有
染
汚
の
意
識
に
よ
っ
て
結
生
を
相
続
し
て
、

そ
の
有
染
汚
の
意
識
は
中
有
に
お
い
て
減
し
て
、
し
か
も
［
あ

る
か
ら
何
ら
か
の
］
識
が
母
の
胎
内
に
お
い
て
カ
ラ
ラ
性
と
し

て
和
合
（
凝
結
）
す
る
。

①
若
し
、
［
そ
の
識
が
ア
ー
ラ
ャ
識
で
は
無
く
］
そ
の
［
中
有

の
］
意
識
そ
の
も
の
が
和
合
す
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
和

合
［
し
た
識
］
を
依
止
と
し
て
母
の
胎
内
に
お
い
て
意
識
が

起
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
［
中
有
に
在
っ

た
識
と
母
の
胎
内
に
在
っ
た
識
と
の
］
二
つ
の
意
識
が
同
時

に
母
の
胎
内
に
起
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
［
し
か
し
、
こ
れ
は

不
合
理
で
あ
る
。
］

②
そ
の
和
合
の
意
識
に
は
意
識
性
と
し
て
は
認
め
ら
れ
な
い
。

恒
（
長
）
時
に
有
染
汚
の
依
止
と
し
て
、
意
識
の
所
縁
に
お

(3）



真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

ノ
ニ
リ
テ
ノ
ト
ル
ハ
シ
キ
ノ

於
二
母
胎
中
一
有
二
別
意
識
一
起
、
無
二
如
レ
此
義
一
。

い
て
所
縁
が
無
い
故
で
あ
る
。

シ
ハ
ス
ル
ガ
ノ
ル
ハ

ノ
ニ
ダ
レ
ナ
ル
ノ
ミ
ト

騨
日
。
若
汝
、
執
下
此
識
入
二
河
羅
遜
数
一
但
是
意
識
上
、

③
ま
た
、
し
っ
か
り
と
和
合
し
た
そ
の
「
中
有
の
」
意
識
が
あ

シ
ノ
ノ
ノ
ス
ル
ト
キ

ノ
ト
ス
ヤ
ジ
ト
ス
ヤ
ト
シ

若
是
意
識
根
塵
生
起
、
与
二
余
意
識
一
為
し
同
為
し
異
。
若
る
と
い
う
の
は
、
云
何
が
そ
の
和
合
し
た
意
識
が
一
切
の
種

ハ
パ
レ
ナ
リ
ト
ノ
ノ
ス
ル
ハ

モ
チ
シ
ス
ペ
シ
ハ
パ

言
二
是
同
一
、
此
識
謝
時
、
河
羅
遡
即
応
二
壊
滅
一
。
若
言
二
不
子
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
の
か
、
或
は
ま
た
若
し
そ
れ
を
依

ナ
リ
ト
チ
ズ
ニ
イ
テ
ク
ペ
カ
ラ
ト
ヲ
テ
ノ
ニ
ハ
ジ
テ
テ

同
一
、
則
不
三
応
説
名
二
意
識
一
。
何
以
故
。
意
識
通
以
二

止
と
し
て
［
生
ず
る
所
の
余
の
意
識
が
一
切
種
子
識
と
し
て
］

ノ
ヲ
ス
モ
ト
ノ
ハ
ダ
テ
ノ
ヲ
ナ
セ
ペ
ナ
リ
ト

ハ

三
性
識
一
為
し
根
、
此
識
但
以
二
染
汚
識
一
為
し
根
。
意
識
あ
る
の
か
。
若
し
そ
の
和
合
［
せ
る
意
識
］
が
一
切
の
種
子

ジ
テ
ヲ
ス
モ
ト
ノ
ノ
ハ
レ
パ
ナ
リ
ヲ
ル
ハ
ル
ハ
リ

縁
二
三
世
一
為
し
境
、
此
識
境
界
不
し
可
し
知
。
意
識
有
時
興
、
を
有
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
り
意
識
と
い
う
［
別
の
名
称

ル
ハ
ス
ル
モ
ノ
ハ
ニ
リ
テ
シ
ス
ル
コ
ト
ニ
ズ
ジ
プ
ラ
卜

有
時
廃
、
此
識
恒
有
無
し
廃
・
故
不
レ
同
二
意
識
一
。
又
で
］
ア
ー
ラ
ャ
識
の
異
名
を
確
立
す
る
の
で
あ
る
。
若
し
そ

シ
ナ
ラ
パ
テ
ハ
ノ
ー
ニ
ル
ノ
ハ
シ
レ
パ
ノ

若
同
者
、
於
二
無
識
地
中
一
応
し
無
二
此
識
一
。
若
無
二
此
識
一
、
れ
（
染
汚
の
意
識
）
を
所
依
と
し
て
一
切
の
種
子
で
あ
る
な

ズ
ラ
フ
ル
モ
コ
ハ
ズ
ト
ヲ

シ
レ
バ

不
し
応
し
言
下
入
二
無
心
定
一
識
不
少
離
し
身
。
又
、
若
無
し
識
、
身
ら
ば
、
そ
れ
に
よ
り
（
そ
の
場
合
に
は
）
所
依
の
法
に
よ
り

チ
ニ
ー
ス
ノ
ニ
ズ
ラ
イ
テ
レ
ヲ
ス
ト
シ
カ
パ
ノ

則
応
し
壊
。
是
故
不
レ
可
三
説
此
為
二
意
識
一
。
若
汝
、
説
下
此
作
ら
さ
れ
る
識
で
あ
る
そ
の
一
切
の
種
子
［
識
］
が
有
す
る

ハ
モ
ラ

シ
テ
シ
テ
ノ
ー
テ
ノ

意
識
不
し
可
二
分
別
一
・
根
塵
生
起
依
二
止
此
識
一
、
於
二
母
胎
も
の
で
は
な
い
と
い
う
な
ら
ば
、
能
依
の
果
［
識
］
を
生
ず

二
ニ
ズ
ト
ヲ
ノ
ズ
ラ
ヲ
テ
ノ
二

中
一
別
生
中
意
識
上
、
是
義
不
レ
然
。
何
以
故
。
る
も
の
と
し
て
、
一
切
の
種
子
［
識
］
で
あ
る
こ
と
は
全
く

テ
ノ
ニ

ノ
ノ
ー
ス
ル
コ
ト
ハ

ノ

⑥
論
日
。
於
二
母
胎
中
一
、
二
種
意
識
一
時
倶
起
、
無
二
此
あ
り
得
な
い
。

ナ
リ

義
一
故
。
そ
の
故
に
、
和
合
識
（
凝
結
せ
る
識
）
が
あ
る
そ
の
意
識
は

ノ
ハ
ス
ノ
シ
ト
ノ

ヲ
テ
ノ
ハ

縄
日
。
此
言
、
證
下
前
無
二
意
識
義
上
。
以
二
二
意
識
、
同
有
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
異
熟
識
で
あ
り
、
一
切
種
子

ナ
ル
ヲ
ズ
ズ
セ
キ
ガ
ニ

ー
ー

ハ
シ

性
一
、
必
不
二
倶
生
一
、
無
二
並
作
意
一
故
。
此
意
識
託
二
何
羅
［
識
］
で
あ
る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
を
成
立
す
る
。

一
一

卜
シ
ジ
ク
ス
ノ
ニ
リ
テ
ノ
ノ
ス
ル
コ
ト

遜
一
、
与
二
赤
白
一
和
合
同
依
止
。
此
識
有
二
別
意
識
生
一
、

［
樗
日
。
］
「
不
定
地
よ
り
」
と
は
欲
界
よ
り
と
の
こ
と
で
あ
る
。

ニ
セ
パ
ノ
ノ
ハ
ズ
ゼ
ヲ
ヲ
テ
ノ
二
二

一
時
倶
起
、
此
河
羅
遜
識
不
レ
成
二
意
識
一
。
何
以
故
。
恒
「
没
し
た
」
と
は
死
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
有
染
汚
の
意
識
に
よ
っ

テ

ヲ
パ
ナ
リ
ト
ノ
ノ
ハ
ニ
レ
セ
ジ
テ

以
二
染
汚
識
一
為
二
依
止
一
。
此
所
依
止
識
、
欲
等
所
し
染
、
縁
て
」
と
は
染
汚
を
倶
な
う
意
識
の
こ
と
で
あ
る
。
「
結
生
を
相
続

ノ
ワ
ル

ノ
ハ
ニ
レ
ナ
リ
ダ
ニ
シ
テ
ノ

生
有
境
一
起
。
能
依
止
識
既
是
果
報
・
但
無
記
性
、
所
縁
し
て
」
と
は
自
体
の
有
を
摂
受
す
る
を
い
う
。
ま
た
、
そ
の
染
汚
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モ
レ
パ
ラ
ル
ズ
ラ
テ
ス
ト
シ
テ
テ
ヲ
パ

境
、
又
不
し
可
し
知
、
不
し
可
三
立
為
二
意
識
一
。
若
立
レ
此
、
為
二

卜
チ
シ
ピ
ル
ノ

シ
パ
ピ
ル
コ
ト
ニ
ジ
ク
ス
ペ
シ

意
識
一
則
無
二
並
起
義
一
。
若
有
二
並
起
一
応
二
同
了
別
一
、

ニ
ジ
ク
ナ
ル
ベ
シ
シ
ジ
ク
ス
レ
パ
カ
ラ
ン

テ
ノ
ノ

応
二
同
滅
無
一
・
若
同
了
別
、
無
二
滅
心
定
一
。
以
ニ
ー

ハ
ス
ル
モ
ノ
ハ
ル
ラ
ニ
シ
ジ
ク
ナ
ラ
パ
チ
ク
シ
テ

了
別
心
滅
、
一
了
別
心
在
一
故
。
若
同
滅
無
、
則
無
二

二
セ
ン
テ
ノ
ル
ヲ
ニ
ラ
二

功
用
一
自
然
浬
藥
・
以
三
心
不
二
更
起
一
故
。

ニ
ス
ル
ナ
リ

⑪
論
日
。
已
変
異
意
識
・

二
ク
ル
ノ
ヲ
ハ
ニ
シ
テ
ル

ト

繰
日
。
初
受
レ
生
識
、
巳
変
異
為
二
河
羅
遜
一
。

ズ
カ
ラ
シ
テ
ル
ト

論
日
。
不
し
可
三
成
立
為
二
意
識
一
。

ソ
リ

ズ
ラ
ッ
メ
テ
ク
ル
ノ
ヲ
ヲ
ス
コ
ト
ハ

縄
日
。
凡
有
二
三
義
一
。
不
し
可
レ
立
三
初
受
レ
生
識
為
二
意

卜

識
一
。

ル
ガ
ナ
ラ
二

論
日
。
依
止
、
不
二
清
浄
一
故
。

ハ
リ
ノ
ズ
メ
テ
ク
ル
ノ
ヲ
ハ
ズ
リ
ノ

騨
日
。
意
識
従
二
三
性
心
一
生
。
初
受
レ
生
識
必
従
二
染
汚
識
一

ズ
チ
レ
ハ
ズ
ナ
ラ

生
。
即
是
依
止
不
二
清
浄
一
。

ニ
ズ
ル
ガ
ヲ
二

論
日
。
長
時
縁
し
境
故
。

メ
テ
ク
ル
ノ
ハ
リ
メ
ル
マ
デ
ニ
ジ
テ
ヲ
ク
ス
ル
コ
ト

稗
日
。
初
受
レ
生
識
、
従
し
始
至
レ
終
縁
レ
境
無
し
廃
、
意

ズ
ラ
テ
テ
ス
ト

不
し
可
三
立
為
二
意
識
一
。

シ
ノ

論
日
。
若
此
意
識
、

ノ
ハ
ル
ガ
ラ
ル
二

論
日
。
所
縁
境
不
し
可
レ
知
故
。

メ
テ
ク
ル
ノ
ヲ
ノ
ノ
ハ
ズ
う
ル
ハ
ズ
ル
コ
ト
ハ

騨
日
。
初
受
レ
生
識
、
所
縁
境
不
し
可
し
知
。
意
識
縁
二
三

ノ
ト
ビ
ノ
ヲ
レ
チ
シ
ル
シ
テ
ノ
ー
ル
ガ
リ
ニ

世
境
及
非
三
世
境
一
、
此
則
可
レ
知
。
由
二
此
三
義
一
有
し
異
故
、

ハ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

ナ
リ

識
縁
レ
境
易
脱
不
定
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

ニ
ス
レ
パ

巳
変
異
、

の
意
識
は
生
有
に
お
け
る
縁
に
よ
り
中
有
に
お
い
て
滅
す
る
で
あ

ろ
う
。
そ
の
「
和
合
」
と
は
意
識
は
精
液
と
血
と
倶
に
成
る
と
安

楽
が
一
つ
に
成
る
（
安
危
同
一
）
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
和
合
す
る

意
識
を
所
依
と
し
て
余
の
意
識
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
「
同
処
」

と
は
一
時
に
そ
の
和
合
す
る
意
識
と
意
識
と
が
相
応
す
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
は
い
か
な
る
理
由
で
あ
る
か
。
恒
時
に
染
汚
を

所
依
と
す
る
が
故
に
と
、
意
識
は
貧
欲
等
の
煩
悩
に
染
汚
さ
れ
る

意
の
所
依
に
し
て
、
生
有
を
縁
ず
る
染
汚
の
意
は
そ
の
所
依
で
あ

る
か
ら
、
そ
れ
は
「
染
汚
の
所
依
で
あ
る
」
そ
の
異
熟
は
阿
含
に

説
か
れ
な
い
位
で
、
そ
れ
は
染
汚
の
所
依
は
有
で
は
な
い
。
「
意

識
の
所
依
に
お
い
て
所
縁
の
な
い
」
と
は
、
意
識
は
所
縁
に
よ
り

現
起
す
る
、
こ
の
よ
う
に
有
で
あ
る
。
そ
の
和
合
す
る
中
に
は
彼

の
所
縁
は
無
い
、
そ
の
故
に
、
こ
れ
は
意
識
性
に
つ
い
て
理
に
応

じ
な
い
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
諭
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討

シ
ニ
ノ
ト

ト
ス
レ
パ
ジ
テ
ヲ

稗
日
。
若
已
受
生
意
識
与
二
赤
白
一
和
合
、
変
二
前
識
一

ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
ト

ハ
ル
ー

作
二
後
識
一
、
後
識
異
二
前
識
一
。

ノ
ハ
ズ

ヲ

論
日
。
是
時
意
識
成
二
何
羅
遜
一
。

ツ
テ
ノ
ズ
ル
ニ
ヲ
二
ス

騨
日
。
由
し
成
二
何
羅
迩
一
故
、
変
異
。

ス
ヤ
ノ
ヲ
ノ
ノ
ト
ー
シ
テ
ノ
ー

論
日
。
為
二
此
識
、
是
一
切
法
種
子
一
。
為
下
依
二
止
此
識
｜

ズ
ル
が
ヲ

騨
日
。
由
し
成スヤ

論
日
。
為
二
ｍ

ズ
ル
ガ
ヲ

識
一
・

シ
ジ
テ
ヲ
サ
バ
ト
チ
ガ
ノ
ク

騨
日
。
若
汝
、
執
二
受
生
識
一
為
二
種
子
識
一
、
則
与
二
我
所
レ
説

卜
ジ
ク
チ
ノ
イ
テ

ヲ
ス
ナ
リ
ト

ラ

義
一
同
、
即
是
説
二
阿
梨
耶
識
一
為
二
種
子
識
一
・
汝
、
自
不
三

イ
テ
ケ
ズ
シ
テ

ト
ニ
テ
テ
ク
ル
ノ
ミ
卜

説
名
二
阿
梨
耶
識
一
、
別
立
名
二
意
識
一
。

シ
シ
テ
ノ
ハ
レ

ナ
リ
ト

論
日
。
若
汝
、
執
能
依
止
識
、
是
一
切
種
子
識
一
、

シ
テ
二
二
ズ
ル
ヲ
ヲ
ケ

ノ
卜

繰
日
。
依
二
止
受
生
識
一
、
更
生
二
余
識
一
名
二
能
依
止
識
一
、

鐸
日
。
依
二
止
受
生

ス
ヤ
一
一
ツ
テ
ヲ
ス
ノ
ト
ニ
ニ

繰
日
。
為
し
当
下
以
二
受
生
識
一
為
一
切
法
種
子
上
。
為
し
当
下
依
ニ

シ
テ
二
二
ズ
ヲ
ス
ヤ
ノ
ト

止
受
生
識
一
別
生
中
余
識
上
、
為
二
一
切
法
種
子
一
。

シ
シ
テ
ニ
ス
ル
ヲ
ク
レ
パ

ト

論
日
。
若
汝
、
執
二
已
変
異
識
一
、
名
二
一
切
種
子
識
一
、

チ
ノ

ナ
リ

ラ
シ
テ
ヲ

シ
テ
フ
ノ
ミ
ス
ト

即
是
阿
梨
耶
識
・
汝
、
自
以
二
別
名
一
。
成
立
謂
レ
為
二
意

卜
生
中
余
識
上
。

為
二
一
切
種
子
識
一
・

ノ
ー
ノ
ハ
ツ
テ
ニ
ズ
ル
ト
セ
パ
ノ
ワ

論
日
。
是
故
、
此
識
由
二
依
止
一
成
二
他
因
一
、

ノ
ハ
ニ
リ
ス
レ
ノ
ハ
チ
ズ
ハ
ラ
ル
コ
ト
卜

縁
日
。
別
識
、
既
従
レ
他
生
、
則
不
レ
能
三
自
為
二
種
子
一
。

ノ
ー
ノ
ハ
リ
テ
ス
ル
コ
ト
ニ

ニ
ニ
ジ
テ
テ
ト
ナ
リ

是
故
。
此
識
由
レ
依
二
止
受
生
識
一
、
方
成
二
種
子
一
得
し

是
故
。
此
識

ル
コ
ト
ヲ
ノ
ト

為
二
他
因
一
。

ス
ト
ナ
リ

ト

為
二
一
切
種
子
識
一
・

へ

五
曹
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こ
の
箇
所
は
欲
界
に
お
け
る
、
死
か
ら
生
へ
の
輪
廻
に
つ
い
て
具
体
的
に
説
い
て
い
る
。

側
と
㈲
の
部
分
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
見
る
と
や
は
り
真
諦
訳
の
方
は
解
釈
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
伽
に
お
い
て
は
、
不
静
地
（
欲
界
）
に
お
い
て
、
前
生
を
退
き
後
生
に
堕
す
る
。
そ
れ
に
は
二
種
の
受
生
が
有
る
と
説
き
、
一

に
は
中
陰
に
受
生
す
る
有
が
あ
り
、
二
に
は
中
陰
に
受
生
し
な
い
者
が
あ
る
と
解
説
し
て
い
る
。
中
陰
に
受
生
し
な
い
者
と
は
善
業
の
力

に
よ
っ
て
輪
廻
の
業
に
よ
り
解
脱
し
た
者
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
今
、
こ
こ
で
問
題
に
す
る
の
は
、
中
陰
に
受
生
す
る
者
を
対
象
と
し
て

い
る
。
そ
の
中
陰
に
受
生
す
る
の
は
染
汚
の
意
識
に
よ
っ
て
受
生
す
る
こ
と
を
得
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
中
陰
に
お
い
て
、
受
生

し
て
生
有
を
得
た
者
は
そ
の
時
点
に
お
い
て
中
陰
に
お
け
る
染
汚
の
意
識
は
減
し
て
生
陰
（
生
有
）
に
は
染
汚
の
意
識
は
無
い
も
の
と
説

い
て
い
る
。
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
か
と
云
え
ば
、
そ
の
染
汚
の
意
識
は
カ
ラ
ラ
に
託
し
、
母
の
胎
内
に
お
い
て
変
じ
合

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

一
一

意
識
一
。

稗
日
。
此
識

論
日
。

ズ
ル
コ
ト
ヲ

成
・

騨
日
。
従

ヲ
二

子
一
故
、
亦 リ

ト
ノ
ニ
ゼ
ン
ヤ

子
識
一
、
此
義
、
豈
成
。

ノ

ハ
シ
レ
パ

ー
ー

ヲ

論
日
。
此
所
依
止
識
、
若
非
二
一
切
種
子
識
一
、
能
依
止

ク
ル
コ
ト
ハ

ト
ノ
ズ
ゼ

名
二
一
切
種
子
識
一
、
是
義
不
レ
成
・

ノ
ノ
ル
ハ
ハ
ラ
ル
コ
ト
ト
ル
ツ
テ
ニ
ル
ニ
ズ
ル
ヲ

騨
日
。
別
識
不
レ
能
三
自
為
二
種
子
一
、
由
三
依
レ
他
得
し
成
二
種

ヲ

ノ
ハ
ニ
レ
バ
ニ

ノ
ヲ
テ
テ
ス
コ
ト

子
一
・
所
依
受
生
識
既
非
二
種
子
一
、
能
依
別
識
立
、
為
二
種

ノ
ー
ノ
ノ
シ
シ
テ
ズ
ル
ハ
ヲ
ズ
し

論
日
。
是
故
、
此
識
託
生
変
異
、
成
二
何
羅
遡
一
、
非
二
是

レ

ナ
レ
パ

テ
ス
コ
ト
ヲ
卜

此
識
即
是
阿
梨
耶
識
、
不
し
得
三
名
し
此
為
二
意
識
一
。

ダ
レ
ナ
リ

レ

ナ
ラ
パ

ル

ｂ
但
是
果
報
、
亦
是
一
切
種
子
、
此
義
得
レ

ズ
ル
ガ
ニ
シ

ト
ク
ス
ル
ガ

従
二
種
子
一
生
故
、
称
二
果
報
識
一
、
能
摂
二
持
種

ク

ト
シ
バ
ノ
ヲ
チ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

亦
名
二
種
子
識
一
・
若
作
二
此
説
一
義
乃
得
レ
成
。
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

し
て
生
を
受
け
る
か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
注
釈
に
は
、
そ
れ
は
一
時
に
中
に
於
い
て
カ
ラ
ラ
と
相
応
す
る
が
故
に
「
カ
ラ
ラ
に
託
す
」
の

で
あ
る
と
説
く
。
こ
の
カ
ラ
ラ
に
託
し
て
受
生
し
た
識
（
生
命
）
は
中
陰
（
中
有
）
に
お
け
る
染
汚
の
意
識
が
減
し
て
生
陰
（
生
有
）
に

起
っ
た
と
こ
ろ
の
識
で
あ
り
、
そ
れ
を
果
報
識
（
異
熟
識
）
と
し
て
考
え
て
い
る
。
そ
れ
は
前
の
染
汚
識
が
「
変
じ
合
し
て
生
を
受
け
た
」

か
ら
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
「
変
じ
合
し
て
受
生
す
る
」
と
こ
ろ
の
働
き
は
何
に
よ
る
か
と
い
え
ば
、
真
諦
は
宿
業
の
功
能
に
よ
る

の
だ
と
解
説
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
宿
業
の
功
能
に
由
っ
て
風
を
起
し
父
母
の
赤
白
の
精
液
と
和
合
し
て
識
（
生
命
・
果
報
識
）
と
同

一
に
な
る
、
そ
れ
を
受
生
と
為
す
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

⑧
の
部
分
の
注
釈
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。
論
の
本
文
は
、
染
汚
識
が
変
じ
合
し
て
カ
ラ
ラ
等
を
成
じ
、
そ
の
意
識
に
依

止
し
て
、
母
の
胎
内
に
お
い
て
別
の
意
識
が
有
っ
て
起
っ
た
と
す
る
説
は
正
義
で
は
な
い
と
説
く
。
こ
れ
に
対
す
る
注
釈
⑧
は
他
訳
に
は

無
く
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
の
解
釈
は
此
の
識
即
ち
此
の
果
報
識
（
異
熟
識
）
が
無
い
な
ら
ば
カ
ラ
ラ
も
壊
滅
す
る
も
の
と
な
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
染
汚
の

意
識
は
善
悪
無
記
の
三
性
の
識
を
以
っ
て
根
（
依
止
）
と
為
す
が
、
此
の
識
（
果
報
識
・
異
熟
識
）
は
但
だ
染
汚
意
識
（
第
七
阿
陀
那
識
）

の
み
を
以
っ
て
根
（
依
止
）
と
為
す
も
の
で
あ
る
。
意
識
は
三
世
を
所
縁
の
境
と
す
る
が
、
此
の
識
の
境
界
（
果
報
識
）
は
そ
れ
を
取
ら

な
い
。
意
識
（
前
六
識
）
は
有
時
は
興
り
有
時
は
廃
（
減
）
す
る
が
、
此
の
果
報
識
は
恒
に
有
っ
て
廃
（
減
）
す
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。

ま
た
、
此
の
果
報
識
が
無
け
れ
ば
身
体
を
摂
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
る
。

Ｄ
の
部
分
で
は
、
母
の
胎
内
に
お
い
て
、
二
種
の
意
識
は
一
時
（
同
時
）
に
倶
起
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
明
す
。
そ
の
二

種
の
意
識
と
は
中
陰
に
お
け
る
前
の
染
汚
意
識
は
生
陰
に
お
い
て
カ
ラ
ラ
に
託
し
、
父
母
の
赤
白
の
精
液
と
合
し
て
カ
ラ
ラ
の
識
を
成
ず

る
。
こ
の
カ
ラ
ラ
の
識
は
前
の
染
汚
の
意
識
と
同
じ
も
の
で
は
な
い
か
ら
二
種
の
意
識
は
一
時
に
倶
起
し
な
い
と
す
る
。
こ
の
カ
ラ
ラ
の

識
は
恒
に
染
汚
意
識
（
第
七
識
）
を
依
止
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
所
依
止
の
識
（
第
七
識
）
は
貧
欲
等
に
染
せ
ら
れ
て
生
有
の
境
を
縁
じ
て
起
る
。
能
依
止
の
識
は
果
報
識
（
異
熟
識
）
で
あ
り
、

無
記
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
所
縁
の
境
を
知
覚
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
か
ら
染
汚
意
識
で
は
な
い
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
所
依
止
の

識
と
能
依
止
の
識
と
の
相
違
が
有
る
か
ら
減
議
定
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
若
し
無
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い
と
説
い
て
い
る
。

(8）



ニ
シ
ニ
ス
レ
パ
ク
ス
ノ
ヲ

伽
蝿
論
日
。
復
次
、
若
衆
生
巳
託
生
、
能
報
二
持
所
余
色
根
一
・

チ
ベ
ッ
ト
訳

Ｐ
Ｉ
Ｌ
ル
レ
パ
ヲ

チ
ズ
ラ
ル

離
二
果
報
識
一
、
則
不
レ
可
し
得
。
［
論
日
。
］
ま
た
、
結
生
（
託
生
）
を
相
続
し
終
っ
て
、
諸
の

二
ニ
カ
シ
シ
ク
ス
ル
ヲ

二
カ
ス
ノ
ヲ
二

騨
日
。
前
已
明
二
正
受
生
義
一
、
今
更
明
二
受
生
後
義
一
。
前
色
根
を
執
持
す
る
、
そ
の
処
よ
り
他
に
は
異
熟
識
は
認
め
ら
れ

二
カ
シ
ノ
ル
ヲ
ニ
ハ
カ
ス
ガ
ノ
ズ
ル
ヲ
二
二
フ

已
明
三
衆
生
在
二
胎
中
一
、
今
明
三
衆
生
出
二
胎
外
一
故
。
言
二
衆
な
い
し
、
そ
れ
を
離
れ
た
多
く
の
他
の
識
は
各
々
別
々
の
所
依

ハ
ニ
ス
レ
パ
ト

シ
ニ
ス
レ
パ
チ
ン
テ
リ

生
巳
託
生
一
・
衆
生
、
若
已
託
生
、
則
定
有
二
三
義
一
。
と
堅
住
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
故
で
あ
る
。
だ
か
ら
［
ア
ー

ニ
ハ
シ
テ
シ
ス
ル
コ
ト
ニ
ハ
ジ
テ
シ
ヲ
ニ
ハ

レ

一
報
持
無
廃
・
二
通
摂
二
持
諸
根
一
。
三
体
、
是
果
ラ
ャ
］
識
を
離
れ
た
有
色
根
は
道
理
に
合
わ
な
い
。

ニ
シ
テ
ナ
リ
シ
ル
レ
パ

ヲ
ノ
ハ
ズ
ヲ
ル

報
無
記
・
若
離
二
阿
梨
耶
識
一
、
此
三
義
不
レ
可
し
得
。
［
稗
日
。
］
「
結
生
を
相
続
し
終
っ
て
」
と
は
、
自
己
の
身
体
を
得

ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ニ
ー
ハ
ン
デ
ニ
リ
ヤ

⑧
論
日
。
何
以
故
。
所
余
諸
識
、
定
別
有
二
依
止
一
。
る
こ
と
で
あ
る
。
「
そ
の
処
よ
り
他
に
」
と
は
、
ア
ー
ラ
ャ
識
を

ス
ル
ガ
イ
テ
ヲ
サ
ン
ト
ト
ー
フ
ヲ
ツ
テ
ノ
ニ
ト
ノ

繰
日
。
欲
下
引
二
道
理
一
為
雀
證
故
、
言
二
何
以
故
・
六
識
離
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
「
他
に
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
［
「
そ

ツ
テ
ヲ
ス
ノ
ト

ハ
ン
デ
ツ
テ
ヲ
シ

中
、
随
一
識
称
二
所
余
諸
識
一
。
眼
識
定
以
二
眼
根
一
為
二
依
れ
を
離
れ
た
多
く
の
他
の
識
は
各
々
別
々
の
所
依
と
堅
住
す
る
こ

ハ
ン
デ
ツ
テ
ヲ
ス
ト
ス
ハ
ノ
ヲ

止
一
、
乃
至
身
識
定
以
二
身
根
一
為
二
依
止
一
。
明
二
別
依
止
一
、
と
が
で
き
な
い
が
故
に
」
と
は
、
］
多
く
の
他
の
六
識
と
は
各
々

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

伽
の
部
分
で
は
、
初
受
レ
生
識
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
の
初
受
生
識
は
変
異
し
て
カ
ラ
ラ
と
為
る
と
説
く
。
こ
の
カ
ラ
ラ
で
あ
る
初
受

生
識
に
つ
い
て
真
諦
は
三
義
を
説
い
て
い
る
。
即
ち
、
一
に
は
、
意
識
は
善
悪
無
記
の
三
性
の
心
よ
り
生
ず
る
。
し
か
し
、
初
受
生
識
は

必
ず
染
汚
の
意
識
よ
り
生
ず
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
依
止
は
染
汚
で
あ
り
清
浄
で
は
な
い
。
二
に
は
、
初
受
生
識
は
始
よ
り
終
り
に
至
る

ま
で
長
時
に
境
を
縁
じ
て
廃
す
る
こ
と
は
無
い
。
こ
れ
に
対
し
て
意
識
は
境
を
縁
ず
る
の
に
易
脱
不
定
で
あ
る
。
三
に
は
、
初
受
生
識
は

所
縁
の
境
は
知
覚
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
意
識
は
三
世
の
境
と
非
三
世
の
境
を
縁
ず
る
と
解
釈
し
て
い
る
。

「
変
異
す
る
」
と
は
、
受
生
の
意
識
と
父
母
の
赤
白
の
精
液
と
の
和
合
と
す
る
な
ら
ば
、
前
識
を
変
じ
て
後
識
と
作
す
も
の
で
あ
っ
て
、

後
識
は
前
識
と
異
な
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。

ま
た
次
に
、
真
諦
訳
は
、
受
生
識
は
変
異
な
る
意
識
で
あ
り
、
一
切
種
子
識
で
あ
り
、
阿
黎
耶
識
で
あ
り
、
果
報
識
（
異
熟
識
）
で
あ

る
と
説
く
。
更
に
ま
た
、
所
依
止
の
識
と
能
依
止
の
識
に
つ
い
て
も
解
説
し
て
い
る
。

(9）



真
諦
訳
が
解
釈
す
る
よ
う
に
、
先
に
受
生
の
義
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
こ
の
所
は
受
生
後
の
義
を
説
明
す
る
所
で
あ
る
。
受
生

義
と
は
衆
生
の
母
の
胎
中
に
在
る
こ
と
で
あ
り
、
受
生
後
の
義
と
は
衆
生
の
母
の
胎
外
に
出
た
こ
と
を
明
す
こ
と
で
あ
る
と
説
く
。

伽
の
部
分
に
つ
い
て
、
真
諦
訳
だ
け
に
「
託
生
の
三
義
」
が
説
か
れ
る
。
即
ち
、
一
に
は
、
執
持
し
て
廃
す
る
こ
と
が
無
い
。
二
に
は
、

通
じ
て
諸
根
を
摂
持
す
る
。
三
に
は
、
そ
の
自
体
は
果
報
（
異
熟
）
で
あ
っ
て
無
記
性
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
こ
の
託
生
の
義
に
関
し

て
「
若
し
阿
梨
耶
識
を
離
る
れ
ば
、
こ
の
三
義
得
べ
か
ら
ず
」
と
解
説
し
て
い
る
。

㈲
の
部
分
の
注
釈
は
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
見
る
と
真
諦
訳
は
よ
り
説
明
的
で
あ

り
、
具
体
的
に
、
無
識
地
の
名
が
あ
る
。
ま
た
、
死
人
の
色
根
（
肉
体
）
は
識
の
執
持
す
る
働
き
が
無
く
な
る
と
鯛
壊
す
る
こ
と
に
な
る

如
く
、
若
し
執
持
識
を
離
る
れ
ば
、
諸
根
を
燗
壊
す
る
こ
と
に
な
る
と
説
く
。
こ
れ
は
諸
根
（
肉
体
）
の
執
持
相
続
が
有
る
こ
と
は
執
持

識
（
阿
陀
那
識
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

ハ
ス
ル
コ
ト
ハ
ジ
テ
ス
ル
コ
ト

顕
し
不
し
能
二
通
執
持
一
・

別
々
の
所
依
と
転
勤
す
る
と
の
故
で
あ
る
。
眼
識
は
各
々
別
々
の

ズ
シ
ク
セ

論
日
。
不
二
久
堅
住
一
。

所
依
が
有
る
が
如
く
、
所
余
の
耳
識
等
も
ま
た
所
余
の
耳
等
の
色

ノ
ヒ
テ
ノ
ノ
ニ
シ
ク
ス
レ
パ
ノ
ハ
ズ

騨
日
。
五
識
中
、
随
二
自
所
依
根
一
、
若
能
執
持
、
此
識
不
二
根
を
能
依
と
す
る
。
若
し
、
そ
れ
ら
の
識
が
各
自
の
所
依
を
執
持

シ
ク
セ
ッ
テ
ノ
ス
キ
ヲ
ナ
リ
ハ
ル
ガ
ノ
ー
ニ
シ

久
堅
住
一
。
以
二
相
続
易
ロ
壊
故
・
或
在
二
無
識
地
中
一
故
壊
、
す
る
の
に
対
し
て
、
そ
れ
ら
の
識
が
滅
す
る
な
ら
ば
所
得
の
眼
等

ハ

ス
ル
ガ
ニ
ス

或
余
識
間
起
故
壊
。
［
の
諸
根
］
は
腐
敗
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

シ
ノ
モ
ケ
レ
パ

ズ
ズ
ル
コ
ト
ヲ

論
日
。
若
此
色
根
無
二
執
持
識
一
、
亦
不
レ
得
し
成
・

ク
ノ
ハ
ケ
レ
パ
ノ
ス
ル
コ
ト
チ
ス
ル
ガ

縄
日
。
如
下
死
人
色
根
、
無
二
識
執
持
一
、
則
便
燗
壊
上
、

シ
ル
レ
パ
ヲ

そ
ニ
ル
ペ
シ
ノ
モ
ズ
ゼ

若
離
二
執
持
識
一
、
諸
根
亦
応
し
爾
此
義
亦
不
レ
成
・

ニ
ノ
ト
ビ
ト
ハ
ニ
ヒ
ル
コ
ト
ヘ
パ
キ
ハ
ノ

蝿
論
日
。
復
次
、
此
識
及
名
色
更
互
相
依
、
唇
如
二
蔵
束

ｒ
Ｌ
ヒ
リ
テ
ス
ル
ガ
ノ
ズ
ゼ

相
依
倶
起
一
、
此
識
不
レ
成
・

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
ま
た
、
識
と
名
色
と
は
蔵
束
の
如
く
相
互
に
相
い

(IO)



こ
の
箇
所
は
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
真
諦
訳
は
一
致
す
る
。
識
は
名
色
に
依
り
、
名
色
は
識
に
依
っ
て
成
り
立
つ
よ
う
に
、
ア
ー
ラ
ャ

識
も
相
互
に
因
縁
と
な
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
明
す
。
本
識
阿
梨
耶
識
を
離
れ
て
は
前
六
識
等
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

ニ
シ
ル
レ
パ

ヲ

ノ
ム
ル
ヲ
ノ
ノ

伽
蠅
論
日
。
復
次
、
若
離
二
果
報
識
一
、
一
切
求
レ
生
巳
生
衆
生

ｒ
Ｌ
ハ
ズ
ゼ

識
食
不
し
成
。

ノ
ハ
ス
ハ
サ
ン
ト
ハ
ク
ニ
ノ
ル
コ
ト
ヲ
卜

輝
日
。
此
言
、
欲
し
顕
下
本
識
能
為
二
名
色
一
作
中
識
食
上
。

ヲ
テ
ノ
ニ

ク
ニ
リ

ノ
ム
ル
ヲ
ノ
ノ

何
以
故
。
佛
世
尊
説
。
食
有
二
四
種
一
。
為
二
求
レ
生
已
生
衆
生

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

テ
ノ
ニ

ハ
ク
ハ
テ
ニ
ジ
ヘ
テ
ニ

鐸
日
。
於
二
経
中
一
佛
世
尊
説
。
識
依
二
名
色
一
生
、
名
色
依
レ
識

ズ
ト
ハ
レ
ノ
ニ
シ
テ
ハ
チ
ナ
リ

カ
レ
ル
ヤ

生
・
名
是
非
色
四
陰
、
色
即
河
羅
遜
・
何
者
是
依
二
名

二
ハ
ッ
テ
ノ
ヲ
ス
ニ
ト

ー
シ
テ
ジ
シ
レ
テ
ズ

色
一
。
識
由
三
此
名
色
為
二
依
止
一
、
刹
那
伝
伝
生
相
続
流
不
レ

ゼ
ク
シ
ヲ
ム
シ
テ
ラ
セ
ノ
ヲ
ク
ル
ノ
ニ
ト

断
。
能
摂
二
名
色
一
令
二
成
就
不
ロ
壊
・
此
識
名
下
依
二
名
色
一
識
上
。

シ
シ
テ
ワ
テ
ヲ
ス
コ
ト
ハ
ト
ノ
ハ
ズ
ぜ
シ
レ
テ
ハ

若
撲
二
無
本
識
一
、
以
二
六
識
一
為
し
識
此
義
不
レ
成
・
若
離
ニ

ヲ
テ
ノ
ニ
レ
レ
ノ
ゾ
ノ
ハ
ス
ル
ヤ
ノ
ヲ

阿
梨
耶
識
一
、
於
二
六
識
中
一
是
何
識
。
此
問
欲
二
何
所
顕
一
。

ス
ル
ナ
リ
ハ
サ
ン
ト
ハ
ル
コ
ト
ヲ
セ
ヲ

欲
し
顕
三
余
議
不
レ
成
二
識
食
一
。

依
っ
て
倶
起
す
る
、
そ
の
よ
う
に
は
異
熟
識
［
と
し
て
の
ア
ー

ラ
ャ
識
］
を
離
れ
て
は
成
立
し
な
い
。

［
騨
日
。
］
ま
た
、
「
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
た
と
こ
ろ
の
識
と
名
色

と
は
蔵
束
の
如
く
相
互
に
相
い
依
っ
て
倶
起
す
る
、
そ
の
よ
う
に

は
成
立
し
な
い
。
」
と
い
う
中
で
、
如
何
に
成
立
し
な
い
と
説
く

か
。
世
尊
に
よ
り
［
説
か
れ
る
］
、
名
色
は
識
の
縁
に
よ
り
［
倶

起
す
る
］
、
或
は
識
は
名
色
の
縁
に
よ
り
［
倶
起
す
る
］
と
説
か

れ
る
、
そ
の
中
に
、
名
（
心
的
存
在
）
は
識
の
縁
に
よ
る
も
の
で
、

識
身
で
あ
る
。
そ
れ
は
非
色
［
界
中
の
］
四
蕊
で
あ
る
と
説
か
れ

る
。
色
（
物
的
存
在
）
は
カ
ラ
ラ
で
あ
る
。
識
は
、
名
色
の
縁
に

よ
り
［
倶
起
す
る
］
と
は
、
そ
の
中
で
、
ア
ー
ラ
ャ
識
よ
り
他
に

何
も
の
も
無
い
な
ら
ば
、
如
何
な
る
物
が
そ
れ
は
名
色
に
依
っ
て
、

一
刹
那
に
よ
り
同
処
に
展
転
し
断
絶
し
な
い
よ
う
に
起
る
か
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
ま
た
、
［
異
熟
識
を
離
れ
て
］
他
の
識
は
諸
の
已
生

の
有
情
（
成
人
し
た
人
）
の
［
識
］
食
と
な
る
こ
と
は
道
理
に

合
わ
な
い
し
、
異
熟
識
［
と
し
て
の
ア
ー
ラ
ャ
識
］
を
離
れ
て

(皿）



真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

シ
テ
ガ
ス
ル
ヲ
ニ
ク
ヲ
ラ
カ
ス
ト
ニ
ハ

（
１
）

相
続
得
ロ
住
故
、
説
二
四
食
一
・
何
者
為
し
四
。
一
段
食
、
は
、
六
識
に
よ
っ
て
は
、
ど
れ
を
取
っ
て
も
、
三
界
の
中
の

ニ
ハ

ー
ー
ハ

ニ
ハ
ナ
リ
ト
ハ

ヲ
ス
ト

ニ
鯛
食
、
三
思
食
、
四
識
食
・
段
食
者
、
変
成
為
し
相
。
諸
の
巳
生
の
有
情
に
対
し
て
食
事
と
な
る
こ
と
は
得
ら
れ
な
い
。

ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
シ
ス
レ
パ
ク
ス
ノ
ノ
ヲ
レ
ヲ
ク

何
以
故
。
此
段
、
若
変
異
、
能
作
二
身
利
益
事
一
・
是
名
二
［
騨
日
。
］
「
［
異
熟
識
を
離
れ
て
］
他
の
識
［
は
諸
の
已
生
の
有

卜

区
ｒ
ハ

ル
ヲ
ニ
ス
ト
ツ
テ
ズ
ル
ニ
ノ
ヲ

段
食
一
。
鯛
食
者
、
依
レ
塵
為
し
相
。
由
し
縁
二
色
等
諸
塵
一
、
情
］
の
［
識
］
食
と
な
る
こ
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
」
と
は
、
教

ク
ス
ス
ル
ヲ
ヲ
レ
ヲ
ク
ト

ト
ハ
ム
ヲ
コ
ト
ヲ

能
作
下
利
二
益
身
一
事
上
。
是
名
二
鯛
食
一
。
思
食
者
、
望
し
得
示
さ
れ
て
い
る
。
食
に
は
、
世
尊
に
よ
り
四
種
が
説
か
れ
る
。

ス
ト
ノ
ム
ノ
コ
ト
ヲ
ハ
ク
ス
コ
ト
ノ
ノ
ヲ
シ
ノ
シ
テ

為
し
相
。
此
望
し
得
意
、
能
作
二
身
利
益
事
一
・
如
下
人
飢
渇
［
四
種
と
は
、
］
仙
段
食
と
、
②
触
［
食
］
と
、
⑧
意
思
［
食
］
と
、

リ
ノ
ニ
マ
パ
ム
コ
ト
ヲ
ヲ
シ
ム
ル
ガ
ヲ
ラ
セ
レ
ラ
ク

至
二
飲
食
虚
一
、
望
し
得
二
飲
食
一
令
中
身
不
参
死
。
是
名
二
思
側
識
［
食
］
と
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
仙
段
食
と
は
変
異
（
変
化
）

ト

ト
ハ

ヲ
ス
ト
ル
ガ
ノ
ハ
ス
ル
ニ
ヲ
二

食
一
。
識
食
者
、
執
持
為
し
相
。
由
三
此
識
執
二
持
身
一
故
、
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
ん
と
な
れ
ば
、
変
異
す
る
（
Ｄ
・
伽
ａ
）

シ
テ
ズ
セ
シ
レ
パ
ノ
ス
ル
コ
ト
チ
ジ
ク
ト
ハ
チ
セ
ン

住
不
レ
壊
・
若
無
二
識
執
持
一
、
則
同
二
死
人
一
、
身
即
燗
壊
。
と
は
所
依
（
身
体
）
を
利
益
（
適
合
）
す
る
こ
と
を
作
す
こ
と
で

レ
ヲ
ク
ト
ノ
ー
モ
ニ
ス
キ
ノ
ノ
ノ
ヲ

是
名
二
識
食
一
。
是
故
、
汝
等
亦
応
し
信
二
受
如
レ
此
識
食
義
一
。
あ
る
。
②
触
食
と
は
境
（
塵
）
を
有
す
る
こ
と
で
あ
り
、
色
等
の

テ
ノ
ク
ス
ヲ
ス
ル
ヲ
ヲ
ニ
ト
ノ
ノ

ハ
・
ソ
二

以
下
能
作
中
利
二
益
身
一
事
上
故
・
此
四
食
中
、
鯛
食
属
二
六
識
一
、
諸
境
を
た
だ
見
る
だ
け
に
よ
り
所
依
を
利
益
す
る
こ
と
を
生
ず
る

ハ
シ

ー
ー

ハ
シ
ニ
ズ
セ
ニ

ハ
テ

思
食
屈
二
意
望
得
一
、
段
食
属
し
色
、
不
し
関
し
心
。
識
食
於
二
三
こ
と
で
あ
る
。
③
意
思
食
と
は
希
望
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な

ノ
ニ
ス
ル
ヤ
ノ
ー
シ
レ
パ
カ
リ
ト

ツ
テ

義
中
一
、
圃
二
何
義
一
。
若
汝
、
不
レ
説
し
有
二
阿
梨
耶
識
一
、
依
二
ん
と
な
れ
ば
、
希
望
に
よ
り
所
依
を
利
益
す
る
こ
と
を
作
す
る
こ

ノ
ニ
ク
ヤ
ノ
ヲ

ニ
シ
ノ
ニ
ル
ト
ミ
ピ

何
義
一
、
説
二
此
識
食
一
。
復
次
、
若
人
眼
中
不
夢
及
心
悶
と
で
あ
る
。
［
唇
え
ば
］
［
人
の
］
渇
き
に
よ
り
苦
し
む
も
、
水
を

ス
ル
ト
ル

ー
ト
ニ
ハ

ハ
ニ
ス
ケ
レ
パ

ノ

絶
、
入
二
滅
心
定
一
等
、
六
識
已
滅
。
又
無
二
段
思
鯛
三
見
る
こ
と
に
よ
り
死
せ
ざ
る
が
如
し
。
側
識
食
と
は
執
持
を
有
す

レ
ノ
カ
シ
テ
ノ
ヲ
ル
ヤ
う
七
シ
ケ
レ
パ

ノ

食
一
、
何
法
持
二
此
身
一
令
し
不
し
壊
・
若
無
二
阿
梨
耶
識
執
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
た
だ
領
受
と
な
る
に
よ
り
所
依
に
住
す

ス
ル
コ
ト
ノ
ハ
チ
セ
ン
ニ
ル
フ
デ
ニ
テ

ヲ

持
一
、
此
身
、
則
壊
・
故
知
、
定
応
下
以
二
阿
梨
耶
識
一
、
る
。
そ
れ
に
よ
り
他
の
も
の
は
死
体
の
よ
う
に
腐
敗
す
る
。
そ
の

ス
○
卜

為
中
識
食
上
。

故
に
、
所
依
を
利
益
す
る
こ
と
を
作
す
る
が
故
に
、
識
食
で
あ
る

ヲ
テ
ノ
ニ
シ
ル
レ
パ
ヲ

ノ
ニ
ッ
テ
ル
モ

⑧
論
日
。
何
以
故
。
若
離
二
果
報
識
一
、
眼
識
等
中
、
随
有
二
こ
と
は
了
解
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
触
食
と
は
六
識

テ
ノ
ー
セ
ル
二
二
ス
ル
ヲ
ル
ガ

ー
識
一
、
於
二
三
界
中
受
生
衆
生
一
、
為
作
二
食
事
一
、
不
し
身
に
有
る
も
の
で
あ
る
。
意
識
食
と
は
意
に
よ
る
希
望
で
あ
る
。

ル
コ
ト
ヲ
ク
ナ
リ

見
レ
有
し
能
故
。
別
に
識
食
に
お
い
て
説
か
れ
る
の
は
無
心
［
定
］
の
随
眠
と
悶
絶

(12)



シ
リ
ノ
テ
テ
ヲ
ズ
ル
ニ
ハ
ノ
ー
ツ
テ

伽
蠅
論
日
。
若
人
、
従
二
此
生
一
捨
レ
命
、
生
二
上
靜
地
一
由
二
散

ｒ
‘
Ｌ
ノ
ー
テ
レ
ニ
ス

動
染
汚
意
識
一
、
於
レ
彼
受
生
。

テ
ノ
ニ
レ
テ
ヲ
ス
ル
コ
ト
ハ
ノ
ケ
ズ
ぜ

騨
日
。
於
二
静
地
中
一
、
離
二
本
識
一
受
生
、
此
義
則
不
し
成
。

。

ソ

ス
ル
ニ
ハ
ズ
ル
ノ
ー
シ
テ
ニ
ス
ル
モ
ズ

若
人
、
受
生
必
由
二
染
汚
心
一
。
若
於
二
静
地
一
受
生
、
必

ル
ノ
ノ
ニ

ト
ハ
ニ
ノ
ノ
ノ
ル
ル
ナ
リ
セ
ラ

由
二
染
汚
散
動
心
一
。
染
汚
者
、
為
二
自
静
地
惑
一
所
二
染
汚
一
。

ノ
ハ
レ
ノ
ゾ
ス
ル
ヲ
ナ
リ
ノ
ハ
ン
デ
リ
ニ

此
惑
、
何
相
、
喰
二
定
味
一
等
・
此
惑
、
定
在
二
静
地
一
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

こ
の
箇
所
は
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
し
か
し
、
詳
し
く
見
る
と
、
伽
の
部
分
も
説
明
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
。
識
食
の
三
義
は
チ
ベ
ッ
ト
訳

に
も
説
か
れ
る
が
、
真
諦
訳
は
詳
し
く
三
義
に
区
分
し
て
説
明
し
て
い
る
。

⑧
の
部
分
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
本
識
即
ち
阿
黎
耶
識
を
離
れ
て
は
眼
識
等
の
前
六
識
の
中
の
一
識
に
よ
っ

て
は
三
界
の
中
に
受
生
す
る
衆
生
を
執
持
す
る
功
能
は
有
り
得
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

注
（
１
）
チ
ベ
ッ
ト
訳
北
京
版
己
四
・
と
デ
ル
ゲ
版
毘
と
は
共
に
、
目
四
日
冒
再
の
昌
冒
己
昌
目
騨
日
恩
司
の
の
“
冨
号
局
冒
で
あ
る
が
、
三
漢
訳
に
よ
り

目
四
目
ロ
胃
切
冒
旨
冒
宮
を
除
い
て
、
六
識
と
和
訳
し
た
。
長
尾
本
『
摂
論
和
訳
』
で
は
、
和
訳
の
箇
所
は
六
識
と
な
っ
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
ナ

イ
ズ
の
チ
ペ
ッ
ト
訳
『
摂
論
』
は
原
文
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

シ
ル
レ
パ
ヲ
テ
ノ
ー
ツ
テ
テ
モ
ニ
テ

鐸
日
。
若
離
二
本
識
一
、
於
二
六
識
中
一
随
於
二
一
識
一
、
於
二
三

ノ
二
二
セ
ル
ニ
ズ

ノ
ニ
リ
テ

ク
ス
コ
ト
ヲ

界
中
已
受
生
衆
生
一
、
不
し
見
下
此
識
有
二
功
能
一
能
作
中
食

ヲ
ニ
ル
イ
テ
ヲ
ス
コ
ト
ハ
ト
ノ
ズ
ゼ

事
上
。
故
知
、
説
二
余
識
一
為
二
識
食
一
此
義
不
レ
成
・

と
減
［
心
］
定
に
入
る
に
於
い
て
六
識
が
減
す
る
と
き
に
、
［
若

し
］
ア
ー
ラ
ャ
識
［
の
執
持
す
る
こ
と
］
が
無
い
な
ら
ば
他
に
身

体
（
所
依
）
を
執
持
し
て
腐
敗
し
な
い
よ
う
に
す
る
も
の
が
有
る

か
。
［
そ
の
よ
う
な
識
は
有
り
得
な
い
。
］

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
こ
の
処
（
欲
界
の
生
）
か
ら
死
ん
で
、
［
上
の
色
界
・

無
色
界
の
］
静
地
に
生
ず
る
と
き
に
は
、
静
地
に
あ
ら
ざ
る

（
不
静
地
の
）
染
汚
（
散
動
染
汚
）
の
意
識
に
よ
っ
て
結
生
し

相
続
す
る
。
ま
た
更
に
、
異
熟
識
を
離
れ
て
は
、
不
静
［
地
］

の
染
汚
（
散
動
染
汚
）
の
心
は
、
彼
の
地
（
静
地
）
の
中
に
お

(I3)



真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

シ
町
ク

シ
テ
ノ
ノ
ヲ
テ
ニ
ス
ル
ハ

⑧
若
人
、
従
二
散
地
一
死
、
用
二
下
散
動
地
心
一
、
於
レ
上
受
生
い
て
そ
の
種
子
と
倶
に
あ
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。

シ
キ
コ
ト
ヲ
ヲ
チ
ノ
ニ
ソ
ス
ル
ハ
ズ
ル
ガ
二
二

無
し
可
し
得
し
義
。
何
以
故
。
凡
受
生
者
、
必
在
二
散
心
一
故
。
［
縁
日
。
］
ま
た
、
静
［
地
］
の
如
く
に
相
応
し
な
い
顕
示
す
る
。

シ
レ
テ
ハ
ヲ
ノ
ノ
ハ
ズ
カ
ラ
シ
ト
ハ

レ
ノ

若
離
二
本
識
一
、
此
散
動
識
不
レ
可
し
得
。
若
人
者
、
是
離
欲
こ
れ
は
染
汚
の
識
に
よ
り
結
生
し
相
続
す
る
。
静
地
に
お
け
る
染

ニ
シ
テ
リ
ノ

ズ
ル
ナ
リ

ー
ー

ト
ハ
ケ
ノ

人
、
従
二
此
欲
界
一
生
二
色
無
色
界
一
。
染
汚
者
、
即
中
陰
汚
と
不
静
［
地
］
に
よ
り
結
生
し
相
続
す
る
。
「
染
汚
」
と
は
彼

ニ
シ
テ
ス
ノ
チ

ト
ハ
チ
シ
ク
ス
ル
デ
ー

心
、
起
二
上
地
惑
一
。
散
動
者
、
即
正
受
生
識
。
於
し
彼
の
地
（
静
地
）
の
煩
悩
に
よ
る
染
汚
で
あ
る
。
彼
の
地
の
煩
悩
と

ト
ハ
チ
ト
ピ
ハ
ナ
リ

受
生
者
、
即
方
便
生
及
正
生
。
は
三
昧
の
美
味
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
染
汚
の
心
は
静
地
の

ノ

ハ
テ
ノ
ニ
レ
テ
ヲ

⑥
論
日
。
是
染
汚
散
動
識
、
於
二
静
地
中
一
離
二
果
報
識
一
、
有
も
の
で
あ
り
、
不
静
［
地
］
（
散
動
）
の
心
で
も
あ
る
。
か
く
の

ノ
ハ
ノ
ズ
ゼ

余
種
子
、
此
義
不
レ
成
。
如
く
、
こ
の
不
静
地
よ
り
死
ん
だ
も
の
が
、
死
ん
だ
と
こ
ろ
の
心

シ
ケ
ル
ニ
ハ
ヲ
ズ
ス
ヲ
ツ
テ
ヲ
シ
卜

稗
日
。
若
受
二
正
生
一
、
必
具
二
四
義
一
、
以
二
染
汚
一
為
し
根
、
で
あ
る
と
こ
ろ
の
彼
の
地
（
静
地
）
と
和
合
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、

ワ
シ
ト
ヲ
シ
ト
ノ
ヲ
ス
ト
シ
レ
テ
ハ

散
動
為
し
位
、
果
報
為
し
体
、
有
余
種
子
為
二
功
能
一
。
若
離
ニ

ア
ー
ラ
ャ
識
［
の
存
在
］
は
確
か
に
是
認
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

ヲ
ノ
ヲ
ル
ガ
ラ
ニ
ニ
ズ
ル
ヲ

ヲ

本
識
一
、
此
四
義
不
レ
可
レ
得
故
、
応
し
信
レ
有
二
阿
梨
耶
識
一
。
何
若
し
、
無
始
の
時
よ
り
来
た
、
彼
の
地
（
静
地
）
の
心
の
顛
習
が

テ
ノ
ニ
テ
ノ
ノ
ニ

ノ
ハ
シ
テ

ノ
ダ

以
故
。
於
二
此
識
中
一
、
靜
地
心
薫
習
、
無
始
以
来
有
余
未
し
有
る
な
ら
ば
、
そ
の
心
の
顛
習
に
よ
り
、
そ
れ
が
現
行
す
る
、
そ

キ
ズ
テ
ノ
ニ
ノ
ノ
リ

ハ
テ
ニ

霊
・
由
二
此
功
能
一
靜
地
中
有
二
種
子
一
。
散
動
果
報
識
於
し
彼
れ
に
よ
り
結
生
し
相
続
す
る
。

ス

受
生
。

諦
訳
は
、
異
齢

説
い
て
い
る
。

こ
の
箇
所
は
伽
と
⑧
と
０
と
の
部
分
に
区
分
で
き
る
。
伽
の
部
分
は
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
佃
の
部
分
は

真
諦
訳
の
解
釈
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
受
生
す
る
者
は
必
ず
散
心
に
在
る
こ
と
と
、
離
欲
の
人
は
欲
界
よ
り
色
界
無
色
界
に
生
ず
る
こ
と

が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
ｏ
の
部
分
は
、
無
始
以
来
よ
り
来
た
異
熟
識
で
あ
る
阿
黎
耶
識
が
有
る
こ
と
を
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
に
真

諦
訳
は
、
異
熟
識
の
働
き
で
あ
る
正
生
（
生
有
）
に
つ
い
て
、
方
便
生
（
中
有
）
か
ら
正
生
（
生
有
）
に
再
生
す
る
に
当
っ
て
の
四
義
を
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こ
の
箇
所
は
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
説
く
と
こ
ろ
は
、
色
界
を
解
脱
し
て
無
色
界
に
生
じ
た
人
に

つ
い
て
、
染
汚
心
と
善
心
と
の
二
識
が
有
る
こ
と
を
明
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
識
は
一
切
種
子
で
あ
る
異
熟
識
を
離
れ
て
は
成
り
立
つ

も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
二
識
に
つ
い
て
真
諦
訳
は
喰
定
味
の
染
汚
心
と
上
地
の
有
流
の
善
心
で
あ
る
と
説
い

て
い
る
。

ニ
シ
ゼ
ン
ニ
二

即
論
日
。
復
次
、
若
衆
生
生
二
無
色
界
一
、

ハ
ス
ニ
セ
ル
コ
ト
ヲ
ヲ

騨
日
。
顕
三
巳
解
脱
二
色
界
一
。

レ
テ
ハ
ノ
ノ
ヲ

論
日
。
離
二
一
切
種
子
果
報
識
一
、

ク
ハ
ク

ク
ハ
ナ
ル
ヲ
シ
テ
フ
ト
ニ
ケ
テ

騨
日
。
若
無
二
本
識
一
、
若
実
有
、
汝
撲
言
し
無
。
故
名

ス
卜

為
し
離
。

シ
ズ
ル
ニ
ト
ビ
ト
ラ

論
日
。
若
生
二
染
汚
心
及
善
心
一
、

シ
テ
ノ
ー
シ

ノ
ヲ
ハ
ス

輝
日
。
若
於
二
定
中
一
、
起
二
喰
定
味
染
汚
心
一
、
或
起
二
上
地
有

ノ
ヲ

流
善
心
一
。

チ
キ
テ
ピ
ニ

ピ
ノ

ズ

論
日
。
則
無
二
種
子
井
依
止
一
、
染
汚
及
善
二
識
、
皆
不
レ

ゼ
ル
ヲ

得
し
成
・キテ

フ
ト
ル
ガ
キ
ー
ニ
チ
シ

鐸
日
。
無
二
種
子
一
謂
二
無
因
一
。
由
し
無
し
因
故
則
無
二
依
止
一
。

ニ
シ
レ
バ
レ
チ
シ
シ
シ
ケ
レ
パ
ツ
テ
二

復
次
、
若
無
二
種
子
一
、
是
則
無
し
因
。
若
無
レ
因
従
レ
何
而

ズ
ル
ヤ
シ
レ
パ

ガ
シ
テ
ル
ヤ
ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ
テ
ノ
二

生
・
若
無
一
依
止
一
、
云
何
相
続
得
し
住
・
何
以
故
。

ノ
ハ
ル
ー
二
七
ノ
ー
リ
ノ
ニ
ジ

此
二
心
、
由
二
本
識
所
諺
摂
。
是
故
、
従
二
自
種
子
一
生
、
依
二

ス
ル
ガ
二
二
レ
ナ
リ
シ
テ
ス
ル
コ
ト
ヲ

止
本
識
一
故
、
得
二
相
続
住
一
・

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
ま
た
、
［
人
が
］
無
色
界
に
生
じ
た
と
き
に
は
、
染

汚
を
有
す
る
善
の
心
が
有
る
こ
と
に
対
し
て
、
一
切
の
種
子
を

有
す
る
異
熟
識
を
離
れ
て
は
、
染
汚
を
有
す
る
心
と
善
の
心
と

に
は
種
子
も
無
く
、
［
そ
れ
を
支
え
る
］
依
止
も
無
い
こ
と
に

な
ろ
う
。

［
繰
日
。
］
「
無
色
界
に
生
じ
た
と
き
に
は
」
と
は
、
色
［
界
］

（
Ｄ
・
剛
ｂ
）
か
ら
解
脱
す
る
こ
と
で
あ
る
。
「
染
汚
を
有
す
る
心

と
善
の
心
」
と
は
、
三
昧
の
美
味
（
ぬ
厨
目
、
喰
定
味
、
愛
味
）

の
こ
と
で
あ
る
。
「
種
子
も
無
く
［
そ
れ
を
支
え
る
］
依
止
も
無

い
」
と
は
、
因
が
無
い
こ
と
と
、
依
止
が
無
い
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
他
の
義
が
あ
る
、
因
が
無
く
し
て
何
に
よ
り
生
ず
る
か
、
依
止

が
無
く
し
て
何
よ
り
所
依
と
し
て
転
ず
る
か
と
な
ら
ば
、
そ
の
心

は
ア
ー
ラ
ャ
識
の
中
に
お
い
て
、
識
に
よ
り
摂
受
す
る
と
こ
ろ
の

自
ら
の
種
子
に
よ
り
生
じ
る
で
あ
ろ
う
と
、
そ
の
処
（
ア
ー
ラ
ャ

識
）
を
所
依
と
し
て
そ
の
自
体
の
相
続
し
て
転
ず
る
こ
と
に
な
る
。
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１

シ
ガ
ジ
テ

ノ
ニ
サ
バ
ノ
ト

刷
論
日
。
若
衆
生
、
生
二
非
想
非
非
想
中
一
、
起
二
不
用
虚
心
、

一
ｌ
Ｌ
ピ
ト
ヲ
チ
テ
ン
ヲ

及
無
流
心
一
、
即
捨
二
二
虚
一
。

シ
ニ
シ
テ
ズ
レ
パ

ニ
ル
ハ
ツ
テ

騨
日
。
若
聖
人
、
生
二
非
想
非
非
想
虚
一
、
有
時
依
二
不
用

ノ
ニ
ス

ヲ
ノ

ノ
ハ
ナ
ル
モ

ノ

慮
地
一
起
二
無
流
心
一
。
為
二
不
用
虚
心
明
了
、
非
想
非
非
想

ハ
ナ
ル
ガ
ナ
リ
ノ
ハ
ナ
リ
ノ
ー
ス

ヲ
シ
レ
パ

心
闇
昧
一
故
・
此
人
在
二
明
了
地
一
、
修
二
無
流
心
一
。
若
得
ニ

ヲ
チ
ッ
ペ
シ

ピ
ト
ノ
ヲ

無
流
心
一
、
即
捨
二
非
想
非
非
想
及
不
用
鹿
二
地
一
。

ヲ
テ
ノ
ニ

ハ
レ
ノ
ニ

ノ
ハ

論
日
。
何
以
故
。
無
流
心
是
出
世
心
故
、
非
想
非
非
想
道
、

デ

ー
シ
セ
パ

ダ

〃
〃
ハ
ー
ー

郷
論
日
。
於
二
無
色
界
一
、
若
起
二
無
流
心
一
、
所
余
世
間
心
已

Ｐ
Ｉ
Ｌ
セ
リ
チ
ニ
ツ
ノ
ヲ

滅
議
、
便
応
し
棄
二
於
此
道
一
。

シ
ニ
テ

ニ
シ
テ
サ
バ
ノ
ヲ

稗
日
。
若
人
已
於
二
無
色
界
一
受
生
、
起
二
出
世
心
一
、
世
間
心

ズ
セ
リ
シ
レ
テ
ハ
ヲ
チ
ニ
ツ
ペ
シ
ノ
ヲ
シ
テ

必
滅
壷
・
若
離
二
本
識
一
、
則
応
レ
捨
二
無
色
界
報
一
。
不
レ

ラ
ニ
チ
ル
コ
ト
ハ

ニ
ニ
シ
ノ

ー
ズ

由
二
功
用
一
、
即
入
二
無
余
浬
藥
一
、
既
無
二
此
義
一
。
故
不
レ

ラ
ス
ノ
ヲ

可
レ
撲
二
無
此
識
一
。

こ
の
箇
所
は
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
一
致
し
て
い
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
そ
の
処
（
無
色
界
）
に
於
い
て
、
出
世
間
の
心
が

現
在
前
し
た
時
に
は
、
そ
れ
以
外
の
他
の
世
間
の
心
は
滅
尽
す

る
こ
と
か
ら
、
彼
の
趣
を
滅
離
す
る
こ
と
に
な
る
。

［
騨
日
。
］
「
［
人
は
］
そ
の
処
（
無
色
界
）
に
於
い
て
、
出
世
間

の
心
が
現
在
前
し
た
時
に
は
、
そ
れ
以
外
の
他
の
世
間
の
心
は
滅

尽
す
る
こ
と
か
ら
、
他
の
趣
を
滅
離
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
は
、

努
力
す
る
こ
と
な
く
し
て
無
余
依
浬
藥
を
得
る
と
い
う
そ
れ
が
断

ぜ
ら
れ
る
と
き
、
則
ち
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
は
そ
の
よ
う
に
非

ざ
る
こ
と
か
ら
減
し
な
い
。

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
非
想
非
非
想
処
に
生
じ
た
人
は
無
所
有
処
の
［
心

と
］
出
世
間
の
心
が
現
在
前
し
た
時
に
は
、
そ
れ
ら
の
二
趣
は

滅
離
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
出
世
間
の
識
は
非
想
非
非
想
処
の

趣
を
所
依
と
す
る
の
で
は
無
く
、
無
所
有
処
の
趣
の
所
依
も
無

い
も
の
で
あ
り
、
浬
薬
の
趣
を
所
依
と
す
る
の
は
道
理
に
合
わ

な
い
。
［
そ
れ
故
に
、
所
依
と
し
て
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
は
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ニ
シ
ニ
シ
ヲ
ビ
シ
テ
ヲ

側
即
論
日
。
復
次
、
若
人
、
已
作
二
善
業
一
及
以
二
悪
業
一
、

シ
テ
ノ
ー
サ
パ

ノ
ヲ

鐸
日
。
若
人
、
於
二
世
間
中
一
、
作
二
不
殺
生
等
十
善
業
一
、
決

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

こ
の
箇
所
は
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
、
チ
ベ
ッ
ト
訳
・
玄
英
訳
が
出
世
間
心
と
訳
す
る
の

を
、
真
諦
訳
は
わ
ざ
わ
ざ
無
流
心
と
訳
し
た
よ
う
で
、
し
か
も
そ
れ
を
出
世
間
心
と
こ
と
わ
っ
て
い
る
。

ズ
ノ
二

非
二
其
依
止
一
。
不
用
鹿
道
亦
非
二
依
止
一
。

ノ
ハ
ノ
ノ
ナ
ル
ガ
ニ
ズ

ー
ー

騨
日
。
第
一
第
二
道
、
是
世
間
法
故
、
不
し
得
下
為
二
無
流

ヲ
ル
コ
ト
ヲ
ト
ノ
ハ
テ
ニ
ジ
ニ
ル
ノ
ヲ
ノ

心
一
作
中
依
止
上
。
是
人
於
二
余
地
一
生
、
別
取
二
余
地
心
一
・
此

モ
タ
ズ
ノ
ノ
ニ
ヲ
テ
ノ
ニ
ノ
ハ
ナ
ル
ガ
ニ
ズ

ニ
道
亦
非
二
此
心
依
止
一
。
何
以
故
。
此
心
明
了
故
、
不
レ

セ
二
二
ツ

ヲ

モ
タ
ズ
ニ
ノ

依
二
止
第
一
道
一
、
巳
捨
二
第
二
道
一
・
第
二
道
亦
不
レ
得
下
為
二
此

ノ
ル
コ
ト
ヲ
卜

心
一
作
中
依
止
上
。

ニ
ク
モ
ニ

ズ
二

論
日
。
直
趣
二
浬
藥
一
、
亦
非
二
依
止
一
。

ツ
テ
ル
ニ

テ
ノ
ノ
ヲ
ナ
リ
ノ
ス
ニ

穆
日
。
由
し
有
二
無
流
心
一
、
以
二
煩
悩
有
余
一
故
・
此
三
義
明
ニ

ヲ
ニ
ズ
ゼ
シ
レ
テ
ハ
ヲ
キ
ノ
ハ
ス
ル
ヤ
ノ

依
止
一
既
不
レ
成
・
若
離
二
本
識
一
、
如
レ
此
無
流
心
依
二
止
何

ヲ

法
一
。

有
り
え
な
い
こ
と
に
な
る
。
］

［
稗
日
。
］
「
非
想
非
非
想
処
に
生
じ
た
人
は
無
所
有
処
の
［
心
と
］

出
世
間
の
心
が
現
在
前
し
た
時
は
、
」
そ
れ
に
よ
り
、
そ
の
［
無

所
有
処
の
］
心
は
明
了
に
起
る
の
に
対
し
て
、
非
想
非
非
想
処
の

［
心
］
は
明
了
に
［
起
ら
］
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
そ
の

［
無
所
有
処
の
］
明
了
な
る
心
を
所
依
と
し
て
出
世
間
の
心
は
現

在
前
す
る
、
そ
の
出
世
間
の
心
は
同
一
で
あ
っ
て
、
そ
の
依
止
の

趣
に
は
二
つ
あ
る
こ
と
は
道
理
に
合
わ
な
い
。

そ
の
世
間
は
地
は
他
に
生
ず
る
者
は
他
の
地
の
心
が
現
在
前
す

る
、
二
種
の
趣
も
所
依
に
つ
い
て
道
理
に
合
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、

そ
の
［
世
間
の
］
心
は
有
余
依
浬
薬
の
依
止
と
し
て
も
道
理
に
合

わ
な
い
。
そ
の
故
に
、
そ
の
第
三
の
趣
も
ま
た
依
止
の
自
性
と
な

る
の
は
道
理
に
合
わ
な
い
か
ら
、
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
は
、
そ

の
〔
出
世
間
の
］
心
は
何
［
の
法
］
を
所
依
と
す
る
の
か
。
［
そ

の
所
依
と
す
る
も
の
は
な
い
こ
と
に
な
る
。
］

チ
ベ
ッ
ト
訳

［
論
日
。
］
善
を
造
り
、
或
は
悪
を
造
っ
た
人
は
臨
終
の
時
に
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真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

シ
テ
ニ
ル
ペ
ク
ノ
ヲ
シ
サ
パ

ノ
ヲ

シ
ゴ
ナ

定
応
し
得
二
人
天
生
報
一
。
若
作
二
殺
生
等
十
悪
業
一
、
決
定
身
体
は
下
か
ら
、
或
は
上
か
ら
順
に
冷
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。

ニ
ペ
シ
ノ
ヲ

応
し
得
二
四
趣
生
報
一
。

し
か
し
、
若
し
、
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
は
有
り
得
な
い
こ
と

シ
ク
テ
テ
ヲ
ル
ル
ト
キ
ハ

ヲ
ハ
ヨ
リ
ハ

⑧
論
日
。
正
捨
二
涛
命
一
、
離
二
阿
梨
耶
識
一
、
或
上
或
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
生
の
雑
染
も
若
し
一
切
の
種
子
で
あ
る

ヨ
リ
ニ
ノ
ス
ル
コ
ト
ハ
ズ
ニ
ル
ズ
ル
コ
ト
ヲ

下
次
第
依
止
冷
鯛
、
不
し
応
し
得
し
成
。
異
熟
識
を
離
れ
て
は
有
り
得
な
い
こ
と
で
あ
る
。

ノ
テ
ノ
ー
シ
ラ
パ

ン
デ
ニ
ウ
ペ
ク

騨
日
。
是
人
、
於
二
死
時
中
一
、
若
有
二
善
業
一
、
定
応
し
向
レ
［
騨
日
。
］
そ
の
出
世
間
の
心
は
善
を
造
り
、
或
は
悪
を
造
っ
た

二
シ
ラ
パ

ン
デ
ニ
ウ
ペ
シ
ニ
シ
レ
バ
ゼ
ル
コ
ト
ヲ

上
、
若
有
二
悪
業
一
、
定
応
し
向
レ
下
。
若
汝
、
不
し
信
レ
有
二
人
は
臨
終
の
時
に
身
体
は
下
か
ら
或
は
上
か
ら
［
順
に
］
冷
え
て

ガ
ノ
ノ
ハ
ハ
ヨ
リ
シ
ハ
ヨ
リ
ス
ル

本
識
一
、
云
何
此
依
止
身
、
或
下
冷
鯛
、
或
上
冷
鯛
、
次
く
る
で
あ
ろ
う
。
或
は
「
［
も
し
、
ア
ー
ラ
ャ
識
を
離
れ
て
は
］

ヲ
ル
ヤ
ズ
ル
コ
ト
ヲ
シ
レ
パ
ル
コ
ト

ガ
ル
ヤ
ズ
ル
ヲ
ノ
ク

第
得
し
成
・
若
無
し
有
二
本
識
一
、
云
何
得
し
成
三
本
識
能
有
り
得
な
い
」
と
い
う
中
に
、
そ
の
善
を
造
り
、
悪
を
造
っ
た
人

ス
ル
コ
ト
ヲ
ヲ

シ
ス
レ
パ

ノ
ハ
ツ
テ
ノ
ー

執
二
持
五
根
一
。
本
識
若
捨
、
依
止
身
随
二
所
捨
虚
一
冷
は
身
体
が
下
か
ら
或
は
上
か
ら
冷
え
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
是
の
如

二
リ

ハ
チ
ズ
ヲ

鯛
次
第
起
、
所
捨
之
虚
、
則
成
二
死
身
一
。

く
、
善
を
造
っ
た
人
は
下
か
ら
［
冷
え
て
］
く
る
。
悪
を
造
っ
た

ノ
ニ
ノ
ハ
レ
テ
ハ

ノ
ヲ
ズ
カ
ラ

⑥
論
日
。
是
故
生
染
汚
、
離
二
一
切
種
子
果
報
識
｝
、
不
し
可
し
人
は
上
か
ら
［
冷
え
て
］
く
る
。
そ
れ
故
に
、
若
し
ア
ー
ラ
ャ
識

ツ
ル
コ
ト
ヲ

得
し
立
。
に
よ
っ
て
［
身
体
を
］
執
持
す
る
こ
と
を
認
め
な
い
な
ら
ば
ど
う

ノ
ハ
チ
レ
ケ
テ
ヲ
タ
ル
コ
ト
ヲ

ナ
リ

縁
日
。
生
染
汚
、
即
是
受
し
生
得
し
生
依
止
、
執
持
等
。
し
て
そ
の
身
体
が
冷
え
て
く
る
の
か
。
ア
ー
ラ
ャ
識
が
そ
れ
（
身

ノ
ノ
ノ
ニ
ジ
テ
ク
ト

ハ
ス
ル
ガ
二
二

是
染
汚
因
果
故
、
通
名
染
汚
一
。
又
、
生
死
対
二
浬
桑
一
故
、
体
）
を
執
持
す
る
が
故
に
、
身
体
を
捨
て
る
と
き
下
か
ら
或
は
上

ク
ト

ハ
レ
ナ
ル
ガ
二
ケ
ト
レ
ナ
ル
ガ
ニ
ク

名
二
染
汚
一
。
本
識
是
集
諦
故
名
二
種
子
一
、
是
苦
諦
故
名
二
か
ら
の
如
き
状
態
に
よ
り
冷
え
て
く
る
の
で
あ
る
。
［
そ
し
て
身

卜
ノ
ノ
二
ケ
ト
ノ
ノ
ー
ク
ト
シ
レ
テ
ハ
ノ

果
報
一
。
他
因
故
名
二
種
子
一
、
他
果
故
名
二
果
報
一
。
若
離
二
此
体
を
］
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。

ヲ
ノ
ハ
ノ
ヲ
ズ
ゼ

識
｝
生
染
汚
、
此
義
不
レ
成
・

こ
の
箇
所
は
伽
佃
⑥
に
区
分
で
き
る
。
側
の
部
分
が
真
諦
訳
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
等
他
訳
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
伽
と
⑧
と
ｎ
と
の

部
分
は
真
諦
訳
だ
け
に
あ
る
解
釈
で
あ
る
。

⑧
の
部
分
に
つ
い
て
見
る
と
、
善
を
修
し
た
人
は
死
に
際
し
て
下
（
足
）
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
と
上
（
頭
）
の
向
へ
冷
え
て
く
る
と
な

(18)



こ
の
唇
え
は
、
聡
伽
論
、
決
定
蔵
論
等
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
イ
ン
ド
で
は
古
く
か
ら
人
の
寿
命
の
尽
き
る
時
の
状
態
に
つ
い
て
も
一
般

（
も
８
）

的
に
こ
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

側
の
箇
所
に
対
す
る
解
説
が
伽
の
部
分
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
不
殺
生
等
の
十
善
業
を
作
し
た
人
は
そ
の
功
徳
に
よ
っ
て
人
天
の

生
報
（
果
報
）
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
殺
生
等
の
十
悪
業
を
作
し
た
人
は
そ
の
報
い
と
し
て
四
趣
の
生
報
を
受
け

る
こ
と
に
な
る
と
解
釈
し
て
い
る
。
し
か
し
な
ぜ
か
こ
れ
は
大
道
の
中
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

ｐ
の
部
分
も
真
諦
訳
に
だ
け
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
生
の
染
汚
を
説
い
て
、
そ
れ
は
依
止
身
で
あ
り
執
持
で
あ
る
と
説
く
。
次

い
で
、
本
識
即
阿
黎
耶
識
を
集
諦
と
苦
諦
と
に
よ
っ
て
、
「
本
識
は
是
れ
集
諦
な
る
が
故
に
種
子
と
名
づ
け
、
是
れ
苦
諦
な
る
が
故
に
果

報
（
異
熟
）
と
名
く
。
他
の
因
な
る
が
故
に
種
子
と
名
け
、
他
の
果
な
る
が
故
に
果
報
と
名
く
。
」
と
説
い
て
一
切
種
子
識
を
集
諦
と
し

て
、
異
熟
（
果
報
）
識
を
苦
諦
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。

れ
以
上
の
説
明
は
な
い
。

し
、
反
対
に
、
悪
を
修
し
た
人
は
死
に
際
し
て
上
の
方
か
ら
だ
ん
だ
ん
に
下
の
向
へ
冷
え
て
く
る
と
説
い
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
訳
に
は
こ

注
（
１
）
拙
論
「
真
諦
訳
諸
論
書
に
お
け
る
阿
黎
耶
識
説
に
つ
い
て
（
三
）
」
（
国
訳
一
切
経
、
三
蔵
集
、
第
二
輯
、
大
東
出
版
社
、
昭
和
五
十
年
）
三
四

拙
著
『
真
諦
の
唯
識
説
の
研
究
』
（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
○
四
年
三
月
）
、
九
三
’
一
二
九
頁
。

宇
井
伯
寿
『
印
度
哲
学
研
究
』
第
六
、
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
五
四
九
’
五
五
○
頁
。

同
『
摂
大
乗
論
研
究
』
（
岩
波
書
店
、
昭
和
四
十
一
年
）
三
一
八
’
三
一
九
頁
。

（
２
）
拙
論
『
増
補
改
訂
・
初
歩
唯
識
入
門
ｌ
仏
教
に
お
け
る
「
こ
こ
ろ
」
と
「
か
ら
だ
」
ｌ
」
（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
○
○
五
年
五
月
）

二
’
三
四
三
頁
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

(I9)



［
追
記
］

「
真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
」
（
一
）
～
（
五
）
」
ま
で
が
学
位
請
求
論
文
『
真
諦
の
唯
識
説
の
研
究
』
（
平
成
六

年
博
士
（
文
学
）
取
得
）
に
記
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

真
諦
訳
『
摂
大
乗
論
世
親
釈
』
に
お
け
る
増
広
部
分
の
検
討
（
五
）

("）


